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第２３回全国障害者スポーツ大会「ＳＡＧＡ２０２４」 

バレーボール競技実施要領 

１ 競技規則 

令和６（2024）年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本

パラスポーツ協会制定）によるもののほか、この要領の定めるところによる。 

 

２ チーム 

全てのチームにおいて監督及びコーチがプレイヤーを兼ねる場合は、プレイヤー名簿

に登録されていなければプレイヤーとして出場できない。この場合のプレイヤー人数は、

プレイヤーを兼ねる監督及びコーチを含めて 12 名以内とする。 

⑴ 身体障がい者（聴覚）のチーム 

ア チームの構成は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、手話通訳者 1 名及びプ

レイヤー12 名以内とする。 

イ 男女別にチームを編成する。 

⑵ 知的障がい者のチーム 

ア チームの構成は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名及びプレイヤー12 名以

内とする。 

イ 男女別にチームを編成する。 

⑶ 精神障がい者のチーム 

ア チームの構成は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名及びプレイヤー12 名以

内とする。 

イ 男女混合でチームを編成する（試合中は少なくとも１名以上の女性プレイヤーが

出場していなければならない。）。 

 

３ 競技方法 

⑴ 試合は、身体障がい（聴覚）の部（男女別）、知的障がいの部（男女別）及び精神障が

いの部ごとにトーナメント方式とし、３位決定戦を実施する。また、トーナメント戦以

外に、交流戦を実施する。 

⑵ 全試合３セットマッチとし、２セットを先取したチームを勝ちとする。 

⑶ １セット 25 点のラリーポイント制とする。（ただし、交流戦の３セット目は 15 点の

ラリーポイント制とする。）なお、得点が「24対 24」（交流戦３セット目は「14対14」）

の同点となった場合、それ以降は、２点リードしたチームをそのセットの勝者とする。 

⑷ 第３セットでは、いずれかのチームが 13 点（交流戦は８点）先取したときにコート

の交代を行う。 

⑸ 試合は、ワンボールシステムで行う。 

⑹ 設定時刻より早く試合を開始することはない。設定時刻を超える場合は直前の試

合終了の 10 分後にプロトコールを開始する。ただし、連続試合となる場合は試合

終了後の 20 分後にプロトコールを開始する。 

 

４ 服装等 

⑴ 背番号は、１番から 12 番までとする。やむを得ない場合は、１番から 99 番まで認

める。また、ユニフォームに都道府県名・指定都市名を表示し、チーム名、キャプテン

マーク及び背番号等のサイズは、規定のものとする。 

⑵ リベロプレイヤーを採用する場合は、他の競技者と明確に区別できるユニフォーム
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を着用する。 

 

５ ネットの高さと試合球 

⑴ ネットの高さは、次のとおりとする。 

 ア 身体障がい（聴覚）の試合 男子 2.43ｍ、女子 2.24ｍ 

 イ 知的障がいの試合     男子 2.30ｍ、女子 2.15ｍ 

 ウ 精神障がいの試合     2.24ｍ 

⑵ 身体障がい（聴覚）及び知的障がいの試合球は、次の公益財団法人日本バレー

ボール協会検定球５号球とする。 

ア 男子：ミカサ製カラーボール（Ｖ300Ｗ） 

イ 女子：モルテン製カラーボール（Ｖ５Ｍ5000） 

⑶ 精神障がいの試合球は、日本ソフトバレーボール連盟公認球ソフトバレーボール

球・糸巻きタイプ（モルテン製：円周 78±１㎝、重量 210ｇ±10ｇ）（Ｓ３Ｙ1500－Ｗ

Ｘ）とする。 

 

６ 組合せ 

組合せは、令和６（2024）年８月に開催するプログラム編成会議において、主催者が

関係者立会いの下に代理抽選の上、決定する。 

 

７ 表彰式 

表彰式は、競技終了後に競技会場で行う。 

 

８ その他 

⑴ 監督会議は令和６（2024）年 10 月 25 日（金）に行う。なお、時間及び場所につ

いては別途通知する。 

⑵ ベンチには、プレイヤー、監督、コーチ、マネージャー及び手話通訳者以外は入るこ

とができない。なお、手話通訳者は、参加申込時に登録した者とする。 

⑶ 監督、コーチ、マネージャーは規定の各章を左胸部につけることとし、未着用の場

合はベンチに入ることができない。 

⑷ チームスタッフ３名（身体障がいの部のみ手話通訳者を含めた４名）とは別にト

レーナーを帯同しているチームは、チームベンチエリア後方の決められた位置にト

レーナー１名を待機させることができる。なお、トレーナーは参加申込時に登録した

者に限る。このトレーナーは、実際に施術ができる者とし、公認パラスポーツトレー

ナーの有資格者であることが望ましい。 

⑸ 監督、コーチ、マネージャー、手話通訳者は統一された服装を着用すること。 

⑹ 競技場内へは、主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 

⑺ 身体障がいの部の競技会場においては、メインアリーナはタラフレックス（長尺弾

性塩ビシート）コートで、サブアリーナは木製フロアで競技を行い、知的障がいの部

及び精神障がいの部の競技会場においては、タラフレックス（長尺弾性塩ビシート）

コートで競技を行う。 

⑻ 練習球は、各チームで用意する。 

⑼ 練習は定められた場所で安全に留意し、主催者の指示に従って行うものとする。 

⑽ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは、主催者において別途決定する。 
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【競技役員】

全 体 統 括 委 員 長 富吉 賢太郎

全 体 統 括 副 委 員 長 野 中 修 身

総 括 委 員 長 池 上 寿 伸

総 括 副 委 員 長 野 中 健 志

競 技 委 員 長 松 本 勇 治

競 技 副 委 員 長 山 口 武 司

競 技 委 員 安 永 和 樹 牟 田 晃 藤 武 矢 江 島 安 彦

直塚 雄太朗 百 武 春 輔 豊 田 明 宏 林 田 陽 介

コ ン ポ ジ シ ョ ン 主 任 岩 崎 洋 介

コ ン ポ ジ シ ョ ン 委 員 酒 井 成 海 嶺 川 和 郎

コ ー ト 主 任 牟 田 晃

コ ー ト 委 員 大 坪 弘 久 富 邦 昭 百 武 春 輔 田 中 楓

練 習 会 場 主 任 直塚 恵美子

練 習 会 場 委 員 室 園 正 子

記 録 報 道 主 任 河 東 理 子

記 録 報 道 委 員 西 原 清 美

放 送 主 任 上 瀧 智 子 宮 地 真 未

放 送 委 員 池田 めぐみ 山 岸 美 和

審 判 委 員 長 溝 口 正 勝

審 判 副 委 員 長 江口 祐一郎

審 判 委 員 江口 祐一郎 瀬 戸 隆 英 江 頭 辰 弥 中 村 友 彦

寺 田 泰 亮 川浪 真太郎 秋 永 良 子 本 多 栄 司

山 﨑 秀 隆 野 中 健 志 千々岩 斗武 堀 田 公 則

江 口 聡

記 録 ( Ｉ Ｆ ) 主 任 山 﨑 秀 隆

記 録 ( Ｉ Ｆ ) 委 員 糸 山 大 智 岡 本 陸 宮 﨑 康 弘 武 村 昌 憲

小 川 真 奈 中 嶌 悠 野 﨑 沙 希 川原 帆奈美

岩 本 一 平 川 内 怜 竹 中 彰 範 木 村 太 亮

ラ イ ン ジ ャ ッ ジ 主 任 瀬 戸 隆 英

ラ イ ン ジ ャ ッ ジ 委 員 西 昭 縁 角 弥 々

点 示 主 任 松 尾 茉 子

点 示 委 員 山 﨑 み さ 原 口 敬 子

モ ッ パ ー 主 任 池 田 恵 巨

モ ッ パ ー 委 員 小 形 隼 一 亀川 加奈恵

総 務 副 委 員 長 中 村 雄 仁

総 務 委 員 古 賀 愛 長 谷 淑 子 島 松 奈 生 井上 のぞみ

式 典 表 彰 主 任 吉山 恵美子

式 典 表 彰 委 員 江 頭 美 香 渡 邊 郁 子

接 待 主 任 堤 い と 代

接 待 委 員 小部 みゆき 藤 﨑 富 美

競 技 役 員 等 名 簿 （ 身 体 障 が い の 部 ）

（順不同・敬称略）

は兼務
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技 術 指 導 員 西 村 浩 一

【サガンティア】

　全障スポ運営サポーター

　情報保障サポーター（手話、要約筆記）

　全障スポ競技サポーター

【実施本部員】 佐 賀 県 職 員 佐 賀 市 職 員

学 校 法 人 永 原 学 園 西 九 州 大 学

佐 賀 県 立 佐 賀 西 高 等 学 校

【公益財団法人日本パラスポーツ協会】

学 校 法 人 佐 賀 清 和 学 園 佐 賀 清 和 高 等 学 校

佐 賀 県 立 致 遠 館 高 等 学 校

佐 賀 県 立 佐 賀 商 業 高 等 学 校

佐 賀 県 立 佐 賀 北 高 等 学 校
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【競技役員】

全 体 統 括 副 委 員 長 塚 原 康 弘

総 括 副 委 員 長 代 居 正 巳

競 技 副 委 員 長 松 尾 一 隆

競 技 委 員 喜多島 盛周 戸 高 宏 樹 多々良 保幸 荒 木 直 之

コ ン ポ ジ シ ョ ン 主 任 多々良 保幸

コ ン ポ ジ シ ョ ン 委 員 大 隈 博 竜

コ ー ト 主 任 佐 々 木 巧

コ ー ト 委 員 蓮 田 諒 大 田 龍 也

練 習 会 場 主 任 松 尾 亨

練 習 会 場 委 員 植 松 圭 造

記 録 報 道 主 任 馬 場 志 子

記 録 報 道 委 員 前 田 麗 菜

放 送 主 任 藤 井 理 恵

放 送 委 員 金 子 和 美

審 判 副 委 員 長 横 田 健 二

審 判 委 員 古 賀 健 祐 行 武 泰 信 井 上 翔 佐 保 孝 明

秋 山 拓 志 松 本 達 成 角 凌 和 合 耕 大

記 録 ( Ｉ Ｆ ) 主 任 井 上 翔

記 録 ( Ｉ Ｆ ) 委 員 岩崎 萌々果 上村 咲也香 古 川 歩 実 中 野 薫

森 千 代 子 古 賀 啓 介 高 尾 彰 執 行 祐 介

ラ イ ン ジ ャ ッ ジ 主 任 井 上 翔

ラ イ ン ジ ャ ッ ジ 委 員 加 茂 貴 弘

点 示 主 任 手 塚 幸

点 示 委 員 真鍋 竜之介

モ ッ パ ー 主 任 三 好 啓 太

モ ッ パ ー 委 員 永 尾 浩 一

総 務 委 員 長 江 副 文 敏

総 務 副 委 員 長 志 岐 洋 臣

総 務 委 員 松 隈 美 保 實 松 勝 也

式 典 表 彰 主 任 堤 千 洋

式 典 表 彰 委 員 原 田 涼 佳 田 中 明 美

接 待 主 任 高 尾 優 子

接 待 委 員 古 川 洋 子 三 角 美 佳

【公益財団法人日本パラスポーツ協会】

技 術 指 導 員 平 塚 雄 二

【サガンティア】

全障スポ運営サポーター

情報保障サポーター（手話、要約筆記）

全障スポ競技サポーター 佐賀県立鳥栖高等学校 佐賀県立鳥栖工業高等学校

佐賀県立鳥栖商業高等学校 佐賀県立三養基高等学校

【実施本部員】 佐賀県職員 鳥栖市職員

（順不同・敬称略）

競 技 役 員 等 名 簿 （ 知 的 障 が い の 部 ）

は兼務
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【競技役員】

全 体 統 括 副 委 員 長 坂 井 充

総 括 副 委 員 長 山 口 則 幸

競 技 副 委 員 長 岡 部 俊 次

競 技 委 員 真 子 和 久 山 口 雄 大 梅 木 純 一 白 熊 奏 空

コ ン ポ ジ シ ョ ン 主 任 真 子 和 久

コ ン ポ ジ シ ョ ン 委 員 金 井 剛 志

コ ー ト 主 任 山 口 智 博

コ ー ト 委 員 植 松 祐 則 白 熊 奏 空

練 習 会 場 主 任 江口 亜津沙

練 習 会 場 委 員 黒 田 洋 子

記 録 報 道 主 任 中 島 隆 二

記 録 報 道 委 員 菰 田 守 央

放 送 主 任 清 水 紀 子

放 送 委 員 竹 下 莉 子

審 判 副 委 員 長 山 田 裕 貴

審 判 委 員 山 田 裕 貴 森 田 英 樹 村 上 正 浩 井 上 幸 也

北 村 好 幸 吉 永 淳 平 吉 永 香 佑 藤山 文比呂

記 録 ( Ｉ Ｆ ) 主 任 森 田 英 樹

記 録 ( Ｉ Ｆ ) 委 員 梶 山 栄 扇 熊 本 温 子 溝口 恵利佳 大 藪 由 雅

岩 田 美 穂 西牟田 俊枝 北 村 一 輝 高 尾 樹

ラ イ ン ジ ャ ッ ジ 主 任 北 村 好 幸

ラ イ ン ジ ャ ッ ジ 委 員 福田 侑季実

点 示 主 任 江 島 昇 児

点 示 委 員 友 田 泉

モ ッ パ ー 主 任 北 原 佳 奈

モ ッ パ ー 委 員 今山 あゆみ

総 務 副 委 員 長 山 口 泰 正

総 務 委 員 西 村 真 紀 大 竹 恭 子

式 典 表 彰 主 任 長 瀨 美 樹

式 典 表 彰 委 員 山 本 初 美 芦 刈 美 都

接 待 主 任 金 子 陽 子

接 待 委 員 納 富 幸 子 友田 日出子

【公益財団法人日本パラスポーツ協会】

技 術 指 導 員 田 所 淳 子

【サガンティア】

全障スポ運営サポーター

情報保障サポーター（手話、要約筆記）

全障スポ競技サポーター 佐賀県立牛津高等学校 佐賀県立小城高等学校

佐賀県立佐賀工業高等学校 佐賀県立白石高等学校

学校法人江楠学園北陵高等学校

【実施本部員】 佐賀県職員 小城市職員

競 技 役 員 等 名 簿 （ 精 神 障 が い の 部 ）

（順不同・敬称略）

は兼務
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